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	慶應義塾大学は、2025年4月、矢上キャンパスに慶應義塾発の科学技術の社会実装を加速させることを目的としたイノベーション創出の新たな拠点「Yagami Innovation Laboratory（通称：YIL〈イール〉）」を開設しました。本施設は産学官の戦略的連携基盤となる「YIL産学連携アライアンス※」の形成を進め、次世代の人材育成と社会的価値の創出にも取り組んでまいります。
	このたび、YILの本格始動を記念して、「YIL開所記念シンポジウムおよび施設お披露目会」を開催いたします。本シンポジウムでは、YILのビジョンや今後の展望を共有するとともに、社会課題の解決に取り組む複数の登壇者による講演会を予定しております。本シンポジウムが、研究・教育・社会実装の接点となる場として、今後の産学官連携や展開の可能性を探る機会にしたいと考えております。
	※慶應義塾大学矢上イノベーションラボラトリー・産学連携アライアンス
	■開催概要
	① 「地域・産学連携とWell-Being」
	水口　喜博（日本電気株式会社　パブリックビジネスユニット　支配人）
	② 「半導体デバイスの進化：現在から未来への道筋」
	山本　知成（東京エレクトロン株式会社　Corporate Innovation本部フェロ―）
	③ 「慶應理工から『年をとっても自分らしく活躍できる社会』に向けて」
	田脇　裕太（株式会社AYUMI BIONICS　代表取締役）
	■「Yagami Innovation Laboratory（YIL）」とは

